
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 16 （回答者数）
8

～ 2026年　2月　5日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
定期的なミーティングやケース会議で支援方法を共有し、

一貫性のある療育を提供できるようにする。

2
保護者支援するための研修の実施

各職員間の情報共有

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
合同制作物の展示共有や動画の活用など間接的な交流から段

階的に取り入れていきます。

2

短時間・テーマ別ミニ講座形式を取り入れる

年間計画に家族支援プログラムを位置づけ、実施時期をあら

かじめ明確化する

3

○事業所名 個別療育センター 結いの虹 住之江教室

○保護者評価実施期間
2026年　1月　27日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年  2月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと

活動する機会があるか。

個別療育を実施する事業所ですので交流は難しい部分はあり

ます

家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング

等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われ

ていますか。

保護者が参加しやすい時間帯・形式（オンライン等）の工夫

が不足している

年齢や特性に応じた内容の個別化が不十分

子どものニーズに合わせた療育の提供ができる。
個別療育でニーズに対応しながら、集団活動を通じた社会

性の向上を図る取り組みをしています。

保護者支援を実施している。
定期的に個別相談会を実施し、保護者の想いと子どもの

成長を共有し、セッション内容にも活かしています。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


